
1 主 旨

2 名 称 苫小牧フットサル総合選手権大会2026
3 主 催 苫小牧地区サッカー協会
4 後 援 苫小牧市、苫小牧市教育委員会、（公財）苫小牧市スポーツ協会、（株）苫小牧民報社
5 期 日 2026年1月24日（土）～1月25日（日）
6 会 場 苫小牧市総合体育館
7 参 加 資 格 (1) 苫小牧地区サッカー協会管内のチームであること。

(2) U-12の部:4種委員会が主管する予選を通過したチームであること。
(3) U-14の部:3種委員会が主管する予選を通過したチームであること。
(4)

① フットサルチームの場合

② サッカーチームの場合

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10) 参加申込書に不備がないこと。
8 参加チーム及

び そ の 数
(1)

(2)

① 1団体で複数チームの申込みを行ったチームは1チームのみの参加とする
② 上記に該当しないチームによる抽選

9 大 会 形 式 (1)

(2) 決勝ラウンドの組み合わせは予選ラウンド終了後に抽選を行う。

一般の部の予選ラウンドにおいて、出場可能最大チーム数を超える参加申込があった場合、
出場可能なチームの選考基準は次のとおりとする。

出場チーム数の最大はU-12及びU-14は8チーム、一般の部の予選ラウンドは12チームまで
とする。

苫小牧フットサル総合選手権大会2026

開  催  要  項

本大会は、苫小牧地区における各年代のフットサル技術の向上と健康な心身の育成を図るととも
に、フットサルの普及・発展に貢献することを目的とする。

一般の部:2011年4月1日以前に生まれた選手で構成されたチームであること。なお男女の
性別は問わない。

公益財団法人日本サッカー協会（以下、ＪＦＡという。）に「フットサル1種」または
「フットサル2種」並びに「フットサル3種」の種別で加盟登録した単独のチームである
こと。ただし今年度、管内の加盟登録チーム同士が合同で大会に出場していたチームま
たは、既に他の大会に合同チームで参加申し込みを済ませているチームの参加は可能。

ＪＦＡに「2種」、「3種」または「女子」の種別で加盟登録した単独のチームであるこ
と。ただし今年度、管内の加盟登録チーム同士が合同で大会に出場していたチームまた
は、既に他の大会に合同チームで参加申し込みを済ませているチームの参加は可能。

苫小牧工業高等専門学校については、2023年度より全ての登録選手を2種同様に、みなし登
録での出場を可能とする。
一つの加盟登録チームから、複数チームでの参加も可能とするが、参加選手は予選を含め複
数のチームでの参加はできない。
ＪＦＡに承認を受けたクラブで構成する加盟登録チームについては、同一クラブ内の他の加
盟登録チームに所属する選手を移籍手続きなしに参加させることができる。
外国籍選手は1チームあたり3名までの登録を認める。ただし、当該外国籍選手は、IFTC（国
際フットサル移籍証明書）により移籍が完了し、出入国管理及び難民認定法に定める在留資
格を取得しているものとする。
登録役員は他のチームの選手及び役員・帯同審判員と二重に登録できない。ただし、U-12及
びU-14の登録役員に限っては、一般の部の選手として登録することを認めるが、役員及び審
判業務を優先すること。

リーグ戦による予選ラウンドとトーナメント方式による決勝ラウンドにより実施する。ただ
し、参加チーム数により変更を行う場合がある。
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(3)

(4) 予選ラウンドの順位決定方法

① 当該チーム内の対戦成績
② 当該チーム内の得失点差
③ 当該チーム内の総得点数
④ グループ内の総得失点差
⑤ グループ内の総得点数
⑥ 下記に基づくポイント合計がより少ないチーム

(ｱ) 警告1 回 1 ポイント
(ｲ) 警告2 回による退場1 回 3 ポイント
(ｳ) 退場1 回 3 ポイント
(ｴ) 警告1 回に続く退場1 回 4 ポイント

⑦ 抽選
10 競 技 規 則 大会実施年度のフットサル競技規則による。
11 競 技 会 規 定 (1) ピッチサイズは原則として40ｍ×20ｍとするが、体育館の形状に合わせる。

(2) 試合球はフットサル用ボールとする。
(3) 競技者の数

① 競技者の数は5名
② 交代要員の数は9名以内
③ ピッチ上で同時にプレーできる外国籍選手の数は2名

(4)

(5) ユニフォーム
① ＪＦＡ「ユニフォーム規定」を遵守し、正副2着を携行すること。
②

③

④

⑤

⑥

⑦

フィールドプレーヤーとして試合に登録された選手がゴールキーパーに代わる場合、そ
の試合でゴールキーパーが着用するシャツと同一の色彩および同一のデザインで、かつ
自分自身の選手番号が掲示されたものを着用すること。
ゴールキーパーが怪我や退場処分等の突発的な諸事情により、交代要員のゴールキー
パーが不在でかつ準備が整っていない場合に限り、主審の判断により、ゴールキーパー
のユニフォームを前述以外のユニフォームで代用することができる。
シャツの前面・背面に選手番号を付けること。なお、選手番号については1から99まで
の整数とし、0は認めない。必ず本大会参加申込書に記載された選手固有の番号をつけ
ること。
貼り番をする場合、事前に登録されたユニフォームの主たる部分色と同色布地を使用
し、四辺が縫い合わされていること。掲示される番号についても事前に登録されたユニ
フォームに取り付けられた番号色と同色にて掲示するもとする。なお、登録されたユニ
フォームの主たる部分色が複数色（縦縞・横縞等）である場合は大会運営委員会の判断
および決定に従うものとする。

試合が一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止になった場合には、その
帰責事由のあるチームは 0 対5 または、その時点のスコアがそれ以上であればそのスコアで
敗戦したものとみなす。

勝点(勝利3 点、引き分け 1 点、敗戦0 点)の合計が多いチームを上位とし、順位を決
定する。ただし、勝点合計が同一の場合は、次の各号の順序により決定する。

ベンチに入ることの出来る人数は、14名以内（交代要員9名以内、役員5名以内)とする。た
だし、通訳が試合に登録されている場合は役員を6名以内とし、ベンチ入り出来る人数は変
わらない。

ユニフォーム（シャツ、ショーツ、ストッキング）は、フィールドプレーヤー・ゴール
キーパーとも正のほかに副として正と色彩が異なり、判別しやすいユニフォームを参加
申込書に記載すること。
チームのユニフォームのうち、シャツの色彩は審判員が通常着用する黒色と明確に判別
しうるものでなければならない。
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⑧

⑨

⑩

⑪ セパレートソックスを使用する場合は上下同色とすること。
(6) 靴

(7) ビブス
① 競技者と異なる色のビブスを携行すること。
②

(8) 試合時間
① U-12の部は6分-2分-6分のプレーイングタイムとする。
②
③ 一般の部は6分-2分-6分のプレーイングタイムとする。
④ ただし、参加チーム数により変更を行う場合がある。

(9) 試合の勝者を決定する方法（競技時間内で勝者が決しない場合）
①
②

③ PK戦に入る前のインターバルは 1 分間とする。
(10) 本大会でのタイムアウトは適用しない。

12 懲 罰 (1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

13 参 加 料 等 (1) U-12の部 1ﾁｰﾑ 5,000円
(2) U-14の部 1ﾁｰﾑ 5,000円
(3) 一般の部 1ﾁｰﾑ 10,000円
(4) 大会参加料は各チームより下記口座へ納入すること。

※銀行振込の際、通帳にチーム名が記帳されるようご配慮願います。

本大会の大会規律委員会は、警告の累計2 回による退場処分、及び出場停止処分1 試合まで
の懲罰問題を処理する。
大会規律委員会の委員⾧は、本大会の競技委員⾧とし、委員は 2 名以上で構成すること。

その他、本大会の懲罰に関する事項については、本大会の大会規律委員会が決定する。

本大会終了時点で未消化となる出場停止処分は、当該チームが出場する直近のフットサル公
式試合にて消化する。ただし、警告の累積によるものを除く。

ユニフォームへの広告表示については、ＪＦＡの承認を受けている場合のみこれを認め
る。ただし、ユニフォーム広告表示により生じる会場等への広告掲出料等の経費は当該
チームにて負担することとする。

その他、ユニフォームに関する事項については、ＪＦＡのユニフォーム規程に則る。

キャンバス、または柔らかい皮革製で、靴底がゴム、または類似の材質で出来ており、接地
面が飴色、白色、もしくは無色透明のフットサルシューズ、トレーニングシューズ、または
体育館用シューズタイプのものとする。ただし、ノンマーキングシューズは靴底が着色され
たものでも施設が許可をしている場合は、着用可能とする。なお、チーム役員にも適用す
る。

交代要員は、交代の直前を除き、競技者と異なる色のビブスを着用すること。

U-14の部は6分-2分-6分のプレーイングタイムとする。

予選ラウンドは引分けとする。
トーナメント方式による決勝ラウンドにおいて勝敗が決定しない時は、PK戦により勝敗
を決定する。なお、3位決定戦についても同様とする。

本大会は、ＪＦＡが定める懲罰規程に基づき、本大会に係る懲罰問題を処理するため、大会
規律委員会を設置する。
本大会において退場を命じられた選手は、自動的に本大会の次の1試合に出場できない。

本大会期間中に警告の累積が 2 回に及んだ選手は、自動的に本大会の次の 1 試合に出場で
きない。
前項により出場停止処分を受けたとき、予選ラウンド終了時点で警告の累積が 1回のとき、
または本大会の終了のときに、警告の累積は消滅する

前項⑦について緊急性を要する事情、または突発的な事情により急遽、対応しなければ
ならない事情（貼り番を白布地・黒番号等とする使用）が生じた時は、会場運営責任者
の承諾を得た場合のみ前項⑦の適用を除外とすることができる。会場運営責任者は、事
後に大会運営委員⾧に届出すること。
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【参加料振込先】
銀 行 名 苫小牧信用金庫　市役所出張所
口座番号 （普通）１００５４３６
口座名義 苫小牧地区サッカー協会

会⾧　戸村　真規（とむら　まさき）
(5) Ｕ-12及びＵ-14の部における参加料については、参加申込締切日までに納入すること。
(6)

(7)

14 参 加 申 込 み (1) 参加申込書に記載し得る人数は、選手20名以下、役員5名以内とする。
(2)

(3) 選手が高校生以下の場合は、親権者同意書を郵送にて提出すること。
(4) 申込締切日　2025年12月10日（水）15時まで厳守
(5) 申込先　　

苫小牧地区サッカー協会
e-mail :tomakomai-fa@sunny.ocn.ne.jp

・プライバシーポリシー同意書（ｅ-ｍａｉｌ）
・親権者同意書（郵送）

(6) 問合せ先
苫小牧地区サッカー協会
TEL 　0144-82-9561　FAX　0144-82-9562

15 選 手 登 録
変 更

16 組 合 せ (1) U-12及びU-14においては各種別委員会において事前に決定する。
(2)

(3)

(4)

17 帯 同 審 判 (1)

(2) 帯同審判員のいないチームの参加は認めない。
(3)

(4)

18 監 督 会 議 監督会議は実施しない。
19 開 会 式 開会式は実施しない。
20 (1) Ｕ-12及びU-14の表彰式は最終戦終了後に試合会場で行う。

(2) 一般の部の表彰式並びに閉会式は、最終戦終了後に試合会場で行う。
(3) 表彰は優勝、準優勝、第3位まで行う。

帯同審判員は、フットサル審判登録証を確認する場合があるので、フットサル審判登録証を
必ず持参すること。

表 彰 及 び
閉 会 式

一般の部における参加料については出場が確定したことを確認の上、2025年12月19日
（金）までに納入すること。
組み合わせ決定後にチームが参加を辞退した場合、既に支払われた参加料については返却し
ない。

所定の参加申込書とプライバシーポリシー同意書を作成し、下記宛にEメールにて送付する
こと。

申込受付完了後の選手登録等（選手、役員、背番号、ユニフォーム）に関する変更手続きはでき
ない。

組合せ結果については苫小牧地区サッカー協会のホームページ等に掲載する。

参加チームは2名以上の公認フットサル審判員（4級以上）を必ず帯同させ、大会終日までそ
の業務にあたらせるものとする。

本大会において、帯同審判員が選手として出場する事も認めるが、審判業務を優先するこ
と。なお、帯同審判員は本年度フットサル審判登録を行った者とする。

・参加申込書（ｅ-ｍａｉｌ）
※チーム登録番号及び選手登録番号を必ず記載（一般の部は出場確定後でも可とする）

〒053-0022　苫小牧市表町3丁目1－12　第2CKビル4F

一般の部における予選ラウンドの組合せは、大会運営委員会においてＷｅｂ形式にて公開抽
選を行う。Ｗｅｂ公開抽選は、チームより１名の参加を認める。なお、参加は自由とする。

一般の部における決勝ラウンドの組合せは、予選ラウンド終了後、大会本部にて抽選を行
う。なお、当該チームの代表者は参加すること。

4



21 負 傷 及 び
事 故 の 責 任

(1)

(2)

22 (1)

(2)

(3)

(4)

23 選 手 証 (1) 参加チームはフットサル選手証またはサッカー選手証を携帯すること。　
(2)

24 そ の 他 (1)

(2)

(3) 参加申込書に不備な点があり、訂正されない場合、そのチームの出場を停止する。

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9) 大会中の模様を撮影し、苫小牧地区サッカー協会公式SNSへの掲載や後援者等に対し画像を
提供する場合があります。

震災等、不測の事態が発生した場合には、本大会運営委員会において協議の上対処する。中
断・中止・延期することがあることを留意のこと。
今大会のコート作成（1月23日の18時から）を、全出場チームから1名以上の手伝いを義務
付け行う。
本要項に記載なき事態または事項が生じた場合は苫小牧地区サッカー協会の決定を適用す
る。

各チームの登録選手は、原則としてJFA発行の選手証を持参しなければならない。ただし、
写真貼付により、顔の認識ができるものであること。
※選手証とは、JFA WEB 登録システム「KICKOFF」から出力した選手証・登録選手一覧を
印刷したものであり、スマートフォンや PC 等の画面に表示したものは原則として認めな
い。

選手の資格に関して、その他、不都合な行為があった場合、そのチームの出場を停止する。

競技時間中、ウォーミングアップ時間中を問わず、競技場（アリーナ内）内において、摂取
可能な飲料は「水のみ」とする。
本大会にあたっては、以下通知の通りとする。 『新型コロナウイルスの５類感染症移行に伴
う今後の HKFA 主催事業 について （通知）』
https://www.hfa-dream.or.jp/information/20230519-02/

チームの監督は、各試合ベンチに入ることを義務付ける。ただし、不測の事態により、急遽
当日欠席の場合は、監督代行者となる役員のベンチ入りを義務付ける。

大会期間中の負傷及び事故の責任は、当該チームが負うものとする。なお、医師及び救急用
具の準備は各チームの責任において行うこととする。
選手はスポーツ保険または、それに準じた保険(物損等損害賠償が対象となるもの)に加入し
ていること。

マッチコー
ディネーショ
ンミーティン
グ

一般の部のみ、各試合競技開始時間の 20 分前に、運営スタッフ、両チームの監督及び審判
員で行う。
FP 及び GK それぞれ正副2 種類のユニフォーム(パワープレーを行うチームはパワープレー
用ユニフォームも含む)、競技中に着用するビブス(メーカーは不問。対戦チームのユニ
フォーム色も考慮し、複数色のビブスの用意があるのが望ましい。)を各色1 枚持参するこ
と。
メンバー表は各チームにおいて参加申込書を印刷して持参し、マッチコーディネーション
ミーティング時に提出すること。なおその際、当該試合に参加しない選手は斜線で消込みを
行うこと。
両チームのユニフォームの決定、メンバー表（参加申込書）1枚の回収、選手証の確認（両
日第1試合のみ）、諸注意事項の説明等を行う。
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